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1.本 論の課題と構成

本研究は、『我が国クリスチャンの 〈弔い〉*1にみるキリス ト教の民間受容』を課題 とし、以下の構成

から成る。

序 章 研究の課題 と方法

第1節 問題の所在

第2節 日本におけるキリス ト教研究

第3節 本論文の研究方法

第4節 論文の構成

第1章 近代 日本たおけるキリス ト教受容

第1節 はじめに

第2節 宣教開始 と教会成長

第3節 クリスチャンの 〈弔い〉に関わる国家政策

第4節 明治期における日本人信徒の 〈弔い〉一キリス ト教機関紙の記事を素材 として一

第5節 小括

第2章 『儀礼書』にみるキリス ト教葬儀の変遷

第1節 はじめに

第2節 『儀礼書』改訂の経緯
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第3節 各教派の葬儀に関する見解

第4節 小括

第3章 各教派の 〈弔い〉 に関する先端的事例

第1節 はじめに

第2節 クリスチャンの葬法をめぐる諸問題

第3節 在来の葬送習俗への対応 その1:弔 辞 ・弔電 ・焼香

第4節 在来の葬送習俗への対応 その2:年 忌供養

第5節 教会における 「死後救済」の事例

第6節 小括

第4章 地域社会における教派間の協力

第1節 はじめに

第2節 東北地方におけるキリス ト教会の事情

第3節 墓をめぐる教派を超えた活動 一岩手県X市 の場合一

第4節 超教派的活動 と教会個別の活動 一青森県Y市 の場合一

第5節 小括

第5章 一般信徒の く弔い〉の諸相

第1節 はじめに

第2節 〈弔い〉をめぐるクリスチャンと未信者の軋礫

第3節 クリスチャンの墓所有形態

第4節 家庭における信徒の死者への関わ り

第5節 家庭における祭祀の継承 一特に墓 ・家庭祭壇 に注 目して一

第6節 小括

終 章 総括 と展望

2.問 題 の所在

日本 人 とキ リス ト教 との接 触 は、1549(天 文18)年 のザ ビエル(FranciscodeXavier)の 来 日に始

まる。 日本 において宗教 は、「祖先祭祀」を基軸 とす る家の宗教儀礼 として展開 して きた。その根底 にあ

るの は、系譜 的なっ なが りにある生者 と死者 との永続的な結びつ きであ るが、ザ ビエル によるキ リス ト

教伝道 が始 まって以来、 日本 人 にとってはキ リス ト教 を信 じるこ とな くこの世 を去 った先祖 の救いをめ

ぐる問題 が、新 たな悩み をもた らす ことになった。 この問題 に対 し、 日本 のキ リス ト教会 は明確 な回答

を示す ことな く、今 日に至ってい る。 さ らには、 キ リス ト教 会 は 「祖先祭祀」 を基軸 とす る在来 の葬送

習俗 を、死者 に対 す る崇拝行為 として否定 す る態度 を示 して きたのであ る。

この ような状況下で、 日本 人 クリスチ ャンは、 どのよ うに死者 に関わってきたので あろ うか。 もち ろ

ん、 この問題 を扱 う研究蓄積 は多 く残 され ている。 しか しなが ら従来 の研究 は、信仰者 ・神学者 の立場

か ら、 日本 の伝統 的習俗 にキ リス ト教 は如何 にアプローチすべ きか とい う観点 によって論 じられ ること

が多か った。 こうした研究 は、 もっぱ ら 「如何 にあるべ きか」 とい う指針 を 自身 の教派的立場 に立って

示す ぼか りで、実際 にその指針 が 「如何 にあるか」 とい う実践の現場 の動 きを捉 え るもの とはなってい

ない。 これ らの研 究は また、 「日本文化VSキ リス ト教」 とい う二項対立的 な構造 の中で、 日本文化 の

変革者であ るようなエ リー トたちの信仰 のみを取 り上 げる傾 向が強かった。 そのために、在来の伝統 的

な先祖観 や葬儀 の仕方 を自分 自身の信仰生 活の中に取 り込んでい こう とす る一般信徒の信仰の あ り様 に
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目を向け られ るこ とは少 なか った。

このよ うな先行研 究をふ まえた上で、本研究で は、一般信徒 の死 と葬送 に関わ る観念 と実践 に着 目 し、

〈弔い〉 をめ ぐる問題 を扱 う。 その問題 を追究す るために、 日本各地 のい くつかの個別教会 において実

地調査 を行 ったが、主 として東北地方 にお ける事例 を扱 う。 その調査 を補 うもの として、 日本人 ク リス

チ ャンが死者 に関わ る現場 の一端 を捉 えた キ リス ト教新 聞の記事や史資料 も用 い る。 すなわち本研究の

主題 は、エ リー トによって形成 されて きた キ リス ト教の理念型 を検討す るものではな く、一般信徒 の生

活場面 にお ける信仰 の実態、つ ま りキ リス ト教の民間受容 を捉 えよ うとす るものであ る。 そ こで着 目 し

たいのが、墓や葬法 をめ ぐるク リスチャン とその家族 の関係 である。明治維新 に端 を発 す る宣教再開以

来100余 年が過 ぎた今 日において も、 日本 の ク リスチ ャンの数 は総 人 口の1%に も満た ない*2。 さ らに

ク リスチ ャンのい る家庭で も、家族全 員が信者 であ るケース は非常 に まれで ある とされ る*3。 日本 で

は、葬儀や埋 葬な どの死 に関わる行事 は、一般 に家庭及 び地域社会 を中心 に行われて きた。 しか し、家

族 の中 に1名 や2名 程度 のク リスチ ャン しかいない場合 には、 「家 の宗教」 「家 の墓」 とい う枠組みの中

で、 ク リスチ ャンであ る家族 の墓や葬法 にっいて、 さまざ まな局面 の問題 を発生 させ て きた*4。 個人の

信仰的側面 よ りも、「祖先 祭祀」を基軸 とす る家 の宗教儀礼 として宗教が定着 して きた日本で は、家族の

死 は、信徒 と未信者*5の 家族間に大 きな軋礫や葛藤 を生み出す契機 ともなって きたので ある。

それで は具体 的に、墓や葬法 をめ ぐって、 ク リスチ ャンとその未信者 の家族 との問には どの ような問

題が生 じて きたのか、 それ は どの よ うに解決 されてきたのか、 そ して解決 されずに残 った問題 は何か。

一般信 徒の信仰生活 の実体 を捉 える糸 口 として、 これ らの問いに焦点 を絞 って事例 の分析 を試 みる こと

に した。

ところで、 ここで一つの疑問が生 じる。 こう して明 らか にされ る一般信徒 の信仰 は、 いわゆるキ リス

ト教 その もの とみな し得 る ものなのだ ろうか、とい う問 いであ る。欧米 の宣教師た ちによって、「真 のキ

リス ト教」 として 日本 に持 ち込 まれた ものは、実 際には ヨーロ ッパの長 い歴史 と伝統 の中で、制度的 ・

組織的 に整 え られて きた もので ある。 それが 日本 で受容 され る際 には、 日本 の社会 的状況 との間で信仰

変容せ ざるを得 な くなった面が ある。 そこで本研究 においては、上述の集積 された墓 と葬法 をめ ぐる信

仰事例 の分析 を通 して、 日本人の キ リス ト教 理解 を明 らか に し、 日本 にお けるキ リス ト教 の現実的 な信

仰変容の問題 を論証 してい くこ とに した。 この ような研究 を通 して把握 され る日本人 のキ リス ト教受容

の姿 は、「キ リス ト教の 日本 的習俗化現象」として把握 され るだ ろう。言い換 えれ ば、本研究 は 日本 にお

けるキリス ト教 の実態 の中にその特質を探 ろう とす るもので ある。

3.本 論の研究方法

上述 の ように、本論 の主要問題 は、近代 以降の 日本 のキ リス ト教 にお ける 〈弔い〉 を中心 として、一

般信徒 の 「信仰 の習俗化現象」 を捉 えるこ とにあ る。現在 の 日本 キ リス ト教の信仰実態 は、 当然なが ら

キ リス ト教伝来 以来 の、特 にキ リス ト教禁制 が解かれ た明治以降の キ リス ト教 の歴史 的発展 を経て きた

もので ある。従 って本論 における主題 を追究 す るためには、 とりわけ明治以降の 日本近代の キ リス ト教

史 を見 な ければな らない。本論の第1章 で 「近代 日本 におけ るキ リス ト教受容」 とい うタイ トル を掲げ

たの は、その ような事 由による。

一般信徒 の 「信仰 の習俗化現象」 を捉 えるとい う本論 のテーマ を追究す るために、本研究で は〈教派〉

〈教会〉〈信徒〉の3つ の側面か らの アプローチに よって、史資料の分析お よび フィール ドワー クを行 った。

史資料 の分 析作業 において は、 カ トリック ・聖公会 ・ル ーテル派 ・日本基督教 団で使用 され てい る

『儀式書 』r祈 祷書』r式 文』(以 下随時、r儀 礼書』 と総称)を 用 いて、 その葬儀項 目の時代 ご との変化
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を見る中で、日本在来の葬送習俗を教会の公的な祭式の中に取 り込んでい く教派の動 きを捉えた。 この

r儀礼書』が整備 され る以前のクリスチャンの葬儀の実態については、『七一雑報』や 『福音新報』など

の明治期に刊行 されたキ・リス ト教週刊紙掲載の死亡報告記事によって明らかにした。

その一方で、『儀礼書』によって公式化された葬儀のあり方が、個々の教会の実践の中にどのような形

で反映されているかを知る目的で、先の4教 派に属する教会において実地調査を行い、その教会独自の

葬儀への試みや死者の記念行事、墓地への取 り組みに関する事例 を収集 した。 また、地域社会における

キリス ト教会の 〈弔い〉の実態を捉える目的で、東北地方のキリス ト教会においてアンケー ト及び実地

調査を実施 した。さらにその信徒を対象に、墓に関する意識調査および面接調査を行い、クリスチャン

の生活場面で生 じる信仰変容の事例を集めた。

4.本 論 の内容お よび結論

本論 は5章 か ら成 るが、 その内容 は大 き く2っ に分 けられ る。第1章 、第2章 で は主 にク リスチ ャン

の墓 と葬法 をめ ぐる歴史的背景 にっいて論 じ、第3章 か ら第5章 は、〈弔い〉の具体的 な実践の事例 を扱

う。 そ してその実践 の事例は、 〈教派〉 〈教会〉 〈信徒〉 ご とにま とめられてい る。

第1章 で は、 「近代 日本 におけ るキ・リス ト教受容」 として、幕 末 ・維新期 のキ・リス ト教再 布教開始 時の

日本人 クリス チャンの 〈弔い〉 の実態 を、社会的 な動 き と関連 させ なが ら明 らか に した。 ここでは、 自

葬 の禁止 によ り社会的 にはキ リス ト教葬儀が禁 じられ、未 だ 日本 におけ るキ リス ト教葬儀 の形式が整 え

られて いない とい う状況下で、 クリスチャンの く弔い〉が どの ように行 われて いたか を明 らかにす るこ

とを通 じて、 日本人 ク リスチ ャンが葬儀 と関 わる際 に抱えて きた問題 の発生経緯 を捉 えよう とした。明

治初期 のク リスチ ャンの 〈弔い〉の具体相 は、当時刊行 されて いた キ リス ト教機関紙の 〈死 亡報告 記事〉

の中に探 り当てたが、 そこで明 らか となった のは、 キ リス ト教葬儀 と在来 の葬送習俗 との接点を見出そ

うとす る動 きは、 まだ生 じていなか った とい うこ とであ る。言い換 えれ ば、 キ リス ト教葬儀 と在来 の葬

送習俗 は全 く相容れない もの として、切 り離 して考 えられていた。 こうした状況下で は、 自葬 が禁止 さ

れる中で、 キ リス ト教 とい う名 の下で葬儀 を執 り行 い得 るこ と事態 が、 当時 のク リスチ ャンに とっては

問題の解決 を意味 した といえ る。 そ して、 キリス ト教の特質 は、 クリスチャンの臨終時の毅然 とした態

度や、 キ リス ト教葬儀 の手軽 さや、死者 に対す る丁重な扱 いな ど、他宗教 との比較 によって把握 され る

もので あった。

第2章 「『儀礼書』 にみ るキ リス ト教葬儀 の変遷」で は、各教派 ・教 団で発行 され、使用 されて きた

『儀礼書』 における葬儀項 目を整理 し分析す るこ とで、 日本 のキ リス ト教会で公式化 された葬儀 のあ り

方 を提示 した。 ここで取 り上 げた教派 は、独 自に 『儀礼書 』を所持 するカ トリック ・聖公会 ・ルーテル

派 ・日本基督教団であ る。 『儀礼書』 の葬儀 に関す る記載 を見 てい くと、 いずれの教 派 も、欧米 の母体 と

な る教会が作成 した ものを基準 としなが らも、改訂 を重ね るごとに 日本の伝統的な 〈弔い〉 を教会で行

う葬儀 の中に取 り込んできた ことが認 め られ る。その改訂 の経緯 を見て い くと、 日本 において在来 の葬

送習俗 をキ リス ト教の文脈 の中で捉 えなおそ う とす る動 きは、1930年 代 に高 ま りを見せ た典礼運動やエ

キュメニカル運動な どの世界的 な動 きを受 けた ものであ ることが明 らか となった。 そ して、 カ トリック

が1960年 代 に開催 した第2バ チカン公会議の成果 が試 され る中で、 その カ トリックの動 向に影響 を受 け

なが ら、 プロテス タン ト諸教派 において も信徒 が 日本 の葬送習俗 に積極的 に関わ ることが、 よ うや く公

的に容認 され るに至 った ことが確認 された。

第3章 で は 「各教派の 〈弔 い〉 に関す る先端 的事例」 として、第2章 で取 り上げた4教 派 を対象 に、

それ に属す る個別教会 ごとの葬儀や死者 に関わ る行事 の具体的 な実践の一端 を、実地調査 に基づ き紹介
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した。 ここで取 り上げた事例は、各教派に通例のものというよりはむしろ、教派内、あるいはキリス ト

教専門の葬儀社などの問で、独自の工夫をしていると認識 されている教会の実践である。r儀礼書』に

よって教派が示 した指針では補いきれない現場の問題 は、常に、キリス ト教的価値観 と生活領域の中で

培われてきた伝統的価値観 とが接触する場面で生じるものであるが、 ここで取 り上げた教会の事例の中

に、生活領域における伝統的価値観をキリス ト教的文脈において読み替えていく方策を見出すことがで

きた。その方策 とは、① クリスチャン独特の代替表現の使用 ②教会暦 ・キリス ト教特有の祭式名の使

用 ③聖職者の権威の行使 ④神の象徴 としての十字架の強調 ⑤聖書による再解釈 ⑥神の完全性に

対する信頼 ⑦キリス ト教の脱文化的性質の主張の7つ である。 この7つ の方策 は、キ リス ト教信仰の

実態 としての現場の実践 と、キリス ト教信仰の理念 としての教派の指針 との相互作用によって新たに築

き上げられた、日本人のキリス ト教理解の具体相 として捉えられる。そ して、このキリス ト教理解には、

教派問に違いが見られないことが確認された。

第4章 「地域社会における教派間の協力」では、東北地方にあるカ トリック、プロテスタント全教会(約

670教 会)を 対象に実施 した 〈キリス ト教会の墓地 と 「死者の記念行事」に関する調査〉の調査結果に基

づ き、教会管理の 「墓」の有無やその使用状況等を概観した。その上で、市内のキリス ト教会が墓地を

共同で所有 ・管理 している岩手県X市 、および青森県Y市 で行った実地調査に基づき、墓地を基盤に展

開する教派を越えた活動の一端を報告 した。ここでは、地域社会における教派間の協力関係が結ばれる

契機に着目しながら、〈弔い〉の現場 における実践のあり方が、どのような形で方向付けられ るのか とい

う問題を検討した。岩手県X市 と青森県Y市 の事例から、信仰的立場を異にする地域教会の墓地を基盤

に展開する教派を超えた活動は、墓地の入手 ・管理上の経済的負担の協力や地域教会の一致団結 した行

政への働きかけが必要 となるなど、各教会が共通の具体的な問題を抱えている場合に可能 となることが

確認された。さらには、実践の現場では、教派の指針 は意識 されはするが、実務的な問題の解決が優先

されるために、その実践のあ り方には教派問で相違が見られないことも明 らか となった。

そして最後の第5章 「一般信徒の 〈弔い〉の諸相」では、本論における一番の関心である墓 と葬法を

めぐって生じる信徒 と未信者の家族間の葛藤や軋礫 を、クリスチャンはどのように解決 し、克服 してき

たか という問題を扱った。 ここでは、青森県Y市 にある16教会において実施 した実地調査 と、その信徒

を対象に行ったアンケー ト 〈クリスチャンの墓に関する意識調査〉および、面接調査の結果に基づき、

墓、家庭祭壇、家庭における祭祀の継承等に関する事例を報告 し、 日本人のキリス ト教受容にみられる

習俗化現象を明らかにした。クリスチャンが未信者の家族 との間に抱える問題 として、キリス ト教を信

じることなく亡 くなった家族の祭祀をめぐる問題 と家族間における祭祀の継承問題の2つ を取 り上げ、

それ らの問題へのクリスチャンの対処の仕方に関する事例を報告 した。第5章 の第3節 で取 り上げた彼

岸時におけるキリス ト教霊園への墓参の事例、および、第4節 で取 り上げたクリスチャンが死者を記念

するコーナーやキリス ト教祭壇を所持する事例 は、前者の問題に関するものであるが、それらの事例か

らは、信徒の家庭 における宗教的実践のあり方は、キリス ト教的価値観 と伝統的価値観が うまく 「共存」

する形で方向付けられていることが確認された。双方の価値観の共存関係は、仏式の墓や仏壇に付与さ

れた死者 との交流を持つ場 としての機能が、クリスチャンが新たにキリス ト教式の墓や家庭祭壇を所持

した場合でも失われていないことに裏付けられる。また、第5章 第5節 では、仏式の墓や仏壇を継承 し

たクリスチャンの事例を報告 した。 この事例からは、クリスチャンが非キリス ト教的な祭祀形態を継承

する場合 は、キリス ト教価値観 と伝統的価値観 は 「共存」関係にあるのではなく、「葛藤」 しつつ 「併

存」していることが明らかとなった。 日本においては、家の墓や祭壇を継承する場合、「物質的な維持」と

「行為の遂行」 という2つ の側面を伴 う
。家庭の祭祀継承における 「:葛藤 ・併存」関係は、家の仏壇や
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墓 を継承 した クリスチ ャンが、単 に 「モ ノ」 として仏壇や墓 を維持 ・管理 し続 ける ことで、家族が先祖

祭祀 を行い続 けることを可能 に しなが ら、 それ らに対す る 「行為 」 に関 しては一定 の説明 を加 えた り、

何 らかの可視 的なキ リス ト教的要素を加 えた りす るな どの手段 を講 じることで、 自分 自身の ク リスチ ャ

ン としての信仰 を保つ とい う形で現 れてい ることが確認 された。

以上、第1章 か ら第5章 までの中心 とな る議論 の要点 を概 観 した。本研究 の全体 を通 じて新たに見 え

て きた ものは、 日本人 ク リスチ ャンの 「境界人」 としての位置づ けであ る。最後 に、 この 「境 界人」 と

しての位置づ けが、 キ リス ト教研究 におけ る新た な視座 を提 示す るものであ ることを、今後の展望 とし

て述 べたい。

本研究 で取 り上 げた事例 か ら、教派や教会 の見解が必ず しも信徒 の実践面 に反映 してい る とは限 らな

い ことが確認 された。 〈弔い〉に関 して、教派 ・教会の見解 と信徒 の実践 との問 にズ レが生 じてい る要 因

として、 日本人 ク リスチ ャンの置かれ た状況が考 え られ る。 日本 においてク リス チャンは、総 人口の1

%に も満 たないマイ ノ リテ ィである。 さ らにク リスチ ャンのい る家庭 で も、信者で あるの は家族 の1、

2名 程度 とい うのが普通であ り、家族全員が信 者で あるケースは非常 に珍 しい。 それゆ え、 クリスチ ャ

ンは家庭 において もマイ ノ リテ ィで あ る。 この ような状況下 で一般信徒 の多 くは、 キ リス ト教の教 え
り の 　 　 コ 　

と、家族で踏襲 して きた伝統 的な価値観 との狭 間で、悩 み苦 しみなが ら日本人 としてキ リス ト教 を信仰

してきた。従 って、日本人 ク リスチ ャンは、日本社会の側 か らみて も、キ・リス ト教 の側か らみて も、どっ

ちつかずの存在 とみな され る傾 向にあ り、 ゆえに彼 らは 「境界人」 として位置づ け られ るのであ る。

本論で は、キ リス ト教の価値観 と在来 の伝統的価値観の狭間で変容を遂 げて きた、〈弔い〉の現場 にお

ける具体 的実践 の事例 を見 て きたが、 その実践 の形 式 と内実 にはズ レが生 じてい るこ とが確認 された。

このズ レは、 クリスチ ャンが 「境界人」で あるがゆえに抱 え る違和感 によって生 じて きた ものである と

いえよ う。 そこで まず、 このク リスチャンが違和感を覚え る部分 に こそ、 日本の文化 的伝統 の 「実態」、

そ して キ リス ト教信仰 の 「実態」 を浮彫 りにす ることがで きるので はないだ ろうか、 とい う点 を指摘 し

た い。 もしこの指摘が正 しい とすれ ぼ、民俗学 が これまで 日本 の伝統的価 値観 とは相容 れない存在 とし

て、 その研究 対象か ら排除 して きた ク リスチ ャンの見方 を通 じて、 日本の く民俗 〉を捉 え ることも可能

なので はないか と思われ る。

また、 日本人 クリスチ ャンの信 仰生活の あ り方 それ自体が、 日本文化の一部を形成 しているので はな

いか とい う点 も指摘 したい。た とえキ リス ト教 の教 えが、 日本 の伝統的価 値観 と相容れ ない ものであ っ

た として も、本論 の全体 を通 じて明 らかな ように、 日本 のキ・リス ト教 は、 日本 の伝統的価値観 と接触す

る中で、在来 の葬送習俗 をキ リス ト教葬儀 の中に取 り込 みつつ、独 自の展 開 を遂 げてきた。言 い換 えれ

ば、日本人 ク リスチ ャンは、日本 の伝統的価 値観 を踏襲 しつつ、 「日本 のキ リス ト教 」ともいえるもの を

作 り上げて きたのであ る。 この観点 に立 っな らぼ、 日本人 ク リスチ ャンを日本 の伝統文化 の担 い手 とし

て位置づ けることも可能 とな る。管見 の及 ぶ限 り、従来、 日本人 ク リスチ ャンは、隠れ キ リシタンを除

けば、民俗学 の研究対象 として取 り上げ られ ることはなか った。 しか しなが ら、本研究 の報告 にも明 ら

か なように、 日本人 ク リスチ ャンに もく民俗 〉の担 い手 として対象化 しうる余地 があ るので はないだ ろ

うか。今後 は、以上 に指摘 した側面か ら、「キ リス ト教 の 日本 的習俗化現象」を捉 え、日本 にお けるキ・リ

ス ト教 の信仰変容 の特質 をさ らに深 く追究 していきたい。

註

*1本 論で は、臨終か ら死者の葬 りに至る一連の儀礼や死後の儀礼
、墓制 など、死 と死者 をめぐる儀礼お よび習俗全体

を指す用語 として く弔い〉を用いる。
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*2文 化庁編 『宗教年鑑』平成15年 版の統計による。

*3鈴 木範久が、1966年 に クリスチャンを対象に実施 した質問紙調査結果 よれば、既婚者 と答えた46名 の被調査者の う

ち、夫婦 ともにクリスチャンであると回答 した者は28名 であった。[鈴 木範久/ヨ ゼ フ ・J・スパー共編1968r日 本

人のみたキリス ト教』オ リエンス宗教研究所p.166]

この統計結果に依 るな らば、クリスチャンのいる家庭の約半数近 くが、夫婦間の信仰が異なることになる。 この調

査は、夫婦間の信仰のみを問 うものであったが、さらに親子間の信仰が問われたならば、家族全員が クリスチャンと

答える者の数 は減 るもの と推測 され る。

*4先 に挙げた、鈴木範久の調査に よると、クリスチャンである99名 の被調査者の うち、「家の宗教」 としてキ リス ト教

と回答 した者は39名 であ り、「家の宗教」と 「個人 の信仰」 とが同 じである者 の割合は全体の4割 程度であった。[前

掲書pp.164-165]

*5キ リス ト教徒でない人々 に対 し、「未信者」 「非信者」な どの表現が用いられてお り、両者 は立場の違いにより使い

分けられている。前者 は、主 にキリス ト教徒の間で用いられてお り、人は全ていずれ信者 にな り得 る可能性 を持 って

い るという認識が前提 となっている。一方後者は、価値観を含 まない用語で、キ リス ト教徒でない人一般を指す用語

である。本論では、キ リス ト教会が信徒ではない人々を教会で行 う祭式の対象 としてい ることを考慮 し、 「未信者」

という表現を用 いる。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、 日本人 ク リスチ ャンが 〈弔い〉 すなわち死 と葬送 をめ ぐって生 じる様々な葛藤や 困難 に対

していかな る対処 を してきたのか、 とい う問題 を取 り上 げ、各教派 や地域社会 そ して一 般信徒 といった

さまざまな レベルにおいて確 認 され る、 日本在来 の伝統的先祖観や葬儀 の仕方 との交渉の実態 について

論 じた ものである。

日本 にキ リス ト教が伝わ った1549(天 文18)年 以来、「祖先祭祀」を基軸 とす る在来の宗教 と、キ リス

ト教への信仰 とは しば しば対立 を見せ て きた。す なわ ち、「祖先祭祀」の根底 にあ るのは、系譜 的なつ な

が りにあ る生者 と死者 との永続的な結びっ きであ るが、 キ リス ト教 会は こうした在来の信仰 に基づ く葬

送習俗 を、死者 に対す る崇拝行為 として否定す る態度 を示 して きたのである。 この ような状況下で、 日

本人 ク リスチ ャンは どのように死者 にかかわって きたのであ ろうか。

従来の研究 では、信仰者 ・神学者 の立場 か ら、 日本の伝統 的習俗 にキ リス ト教がいか にアプローチす

べ きか、 とい う観点か らこの問題 が取 り扱 われ ることが多か った。 また、 日本文化 とキリス ト教を二項

対立的に捉 え、 日本の社会 ・文化 の変革者 であるよ うなエ リー トたちの信仰のみ を取 り上げ る傾 向 も強

か ったため、一般信徒 のレベルでの信仰 のあ りよ うが着 目され ることは少 なか った。 これに対 し本論文

で は、一般信徒 の死 と葬送 にかかわ る観念 お よび実践 に正面か ら取 り組 み、 日本各地の個別教会 におけ

る丹念な実地調査 お よびアンケー ト調査 の結果 と、キ リス ト教系 の新聞記事や各教派 の 『儀礼書』といつ

た史資料 を用 いなが ら、民間 にお けるキ リス ト教 の受容のあ り方を実証 的に明 らか に してい る。 そ して

従来の神 学的研究 に見 られた ような、キ リス ト教が いか にあるべ きかを論ず る規範的研 究ではな く、信

仰の実践 が現 にいか になされてい るかに着 目した記述的研 究 となってい る。

本論文は全5章 か ら構成 され るが、 その内容 は大 き く2つ に分かれ る。第1章 、第2章 では主に クリ

スチ ャンの墓 と葬法 をめ ぐる歴史的背景 を論 じ、第3章 か ら第5章 は、現代 にお ける 〈弔い〉 の具体 的

実践 に焦点を当て、 これ を教派 ・教 会 ・信徒 ごとに論 じてい る。

第1章 「近代 日本 におけるキ リス ト教受容」 は、幕末維新期の キリス ト教再布教開始 時 にお ける日本

人 ク リスチ ャンの 〈弔 い〉の実態 を、社会 の動 きと関連 させっつ明 らかに して いる。資料 としては・ 当

時刊行 されていたキ リス ト教機 関紙r七 一雑報』 の 〈死亡報 告記事 〉を用 い、い まだ 自葬が禁 じられ・

キ リス ト教葬儀 の形式が まだ整 えられていない状況下での 〈弔い〉のあ り方 を把握 した・ それに よれば、
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キ リス ト教葬儀 と日本 在来 の葬送 習俗 との接点 を見出 そ うとす る動 きは、当時 まだ生 じていなか った。

一番 の関心事 となっていたのはむ しろ、 キ リス ト教葬儀 が禁止 され る中で、いかに して法 の網 の目を く

ぐり抜 けて、 自 らの信 仰に基づ く葬儀 を執 り行い うるかであった。換言 すれば、宣教再開 当初の明治 日

本 において は、 キ リス ト教葬儀 と在来 の葬送習俗 は、全 く相 容れない もの として、切 り離 して考 えられ

て いた と著者 は論 じてい る。

第2章 「『儀 礼書 』にみ るキ リス ト教葬儀 の変遷」で は、カ トリック ・聖公会 ・ルーテル派 ・日本基 督

教団 という、独 自に 『儀礼書 』を保持 す る4教 派 を対象 に、 この 『儀礼書』に示 された葬儀 項 目を整 理 ・

分析す るこ とを通 し、 日本 のキ リス ト教会の葬儀 に対す る公 的見解 とその変遷 を明 らか に した。 それ に

よれ ぼ、 いずれの教派 も、欧米の母体 とな る教会 が作成 した ものを基準 としつつ も、改訂 を重ね るごと

に、弔辞 ・弔電 ・焼香 、年忌的行事、未信 者の葬儀 な ど、 日本 の伝統 的な 〈弔 い〉 を採 り入れて きた こ

とが認め られ る。 この動 きは、教会生活 と日常生活 との一致 を図ろ うとす る典礼運動やエ キュメニカル

運動の世界 的高 ま りと連動 している。 とりわ け、カ トリックが1960年 代 に開催 した第2バ チカ ン公会議

において 「諸宗教 との対話」 という新たな宣教戦 略が 打ち出 された ことで、 日本の伝統 的な 〈弔い〉 が

公的 キリス ト教葬儀 に受容 され るこ とにな った。本章 におけ る分析 の結果、各教派の1990年 代 に改訂 さ

れた 『儀 礼書』 には この変化が明 白に読 み取 れ ることが明 らかにされ た。 これだ け広範 囲の 『儀礼書』

の内容比較 は従来行 われず、 ここで示 された鮮 やかな資料整理 は、 キ リス ト教諸教派の宗教者 に とって

も画期 的な提示 となって いる。

以上 の ような歴史的経緯 をふ まえた上で、現代 におけ る状況 の把握が実地調査 か ら試 み られ るのが、

続 く3つ の章 である。第3章 で は、上述 の4教 派 におけ るフィール ドワー クを通 して、個別教会 ごとの

葬儀 や死者 にかか わ る行 事の具体的実践 の あ り方が 問題 とされて いる。事例 として取 り上 げ られた の

は、聖職者相互 間で 「葬儀 についてユニー クな試 みを して いる」 と評価 されてい る教会 と、神学雑誌 な

どで 日本 のキ リス ト教葬儀 の あ り方 について積極 的提言 を している牧師 ・神父の担当教会 であ る。 その

結果、『儀礼 書』によって教派 が示 した指針で補 いきれない現場 の問題 は、いずれの教会 において も教派

の相違 を超 えて、 同じような方策 を用 いつつ対処 されて いるこ とが明 らか となった。 その方策 には、(1)

クリスチ ャン独特 の代替表現の使用:焼 香 は 「祈 りが天 に届 くこ とを象徴 す る」とか、「死者 を覚 え る」「死

者 と交 わ りを持っ」 「愛の絆 を確認 す る」 な ど、(2)教会暦 ・キ リス ト教特有 の祭式名の使用:弔 辞 を 「故

人 の思 い出」 と呼ぶ、教会暦 に従 って盆や彼岸 の代替行事 を行 うなど、(3>聖職者 の権威 の行使:非 キ リ

ス ト教的 な宗教的装置の聖別 ・祝福 の権利が聖職者 にあるこ と、司教の許 可の絶対 的効力、司祭の墓前

祈祷 の強 い効果 な どの強調、(4)神の象徴 として の十字架の強調、(5)聖書 に よる再解釈:未 信者 の死後の

位 置づ けを聖書の記述 に結 びっける、(6)神 の完全性 に対す る信頼 、(7)キ リス ト教 が諸文化 ・諸宗教 を超

越 した普遍的心情 に訴 えるこ との強調、 とい うよ うにま とめ られ ると著者 は述べ ている。 日本 にお ける

キ リス ト教受容 の問題 を取 り扱 った従来 の研究で は、神学 ・教義 とい う名 を借 りた 「欧米型 キ リス ト教」

を 「真」 の基準 とし、誤 った在来 の 「伝統的価値観」 をいか に正 しい ものへ変 えてい くことがで きるか

とい う認識が強か った。 これに対 し、この章 においては、キ リス ト教信仰 の実態 として の現場 の実践 と、

キ リス ト教信仰の理念 としての教派 の指針 との相互作用 によって新 たに築 き上 げ られた、 日本人のキ リ

ス ト教理解 の具体相 に目が向 けられている。 そ して、 その状況 を 「実態 と理念 の相互作用 によって新た

な意味的世界が築 き上げ られてい くプロセス」 として的確 に把握 してい る。

「地域社会 における教派 間の協力
」 と題 された第4章 は、東北地 方のカ トリック・プロテス タン ト全教

会(671教 会)を 対象 に著者 が実施 した、キ リス ト教会の墓地 と 「死者 の記念行事」に関す るア ンケー ト

調査、 および市 内の キ リス ト教会 が墓地 を共同で所 有 ・管理 してい る岩手県X市 ・青森県Y市 での実地
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調査の結果 を分析 した もので ある。 ここで著者 はまず、従来の諸研 究 とは違 った独 自の視点か ら、 日本

にお けるキリス ト教会 の発展史 を次の5つ の時期 に区分 して いる。

(1)1876-1884:自 葬が禁止 されていた時代、(2)1885-19H:自 葬の禁止が解除 された時代 、(3)1912-

1939:三 教合 同によって、 キ リス ト教 が宗教 として扱 われ るようになった時代、(4)1940-1965:宗 教 団

体法の施行か ら廃止 までの時代 、(5)1966一 現在:第2バ チカ ン公会議 の成果が各教派 にも影 響 し、 日本

の慣 習に則 した形で のキ リス ト教 のあ り方が模索 され るよ うになった時代。 その上で、 キ リス ト教会 に

おいて墓 ・納骨堂の所有が盛んになったのが この第5期 であ り、その設置場所 として は公 営墓地 ・民営

墓地 が好 まれ ているこ とな どがア ンケー トか ら明 らか にされた。 さらに、岩手 と青森 の事例 か らは、墓

地の入 手 ・管理上の経済的負担の協 力や地域教会 の一致団結 した行政 への働 きか けが必要 となるな ど、

各教会 が共通 の具体的問題 を抱えてい るような場合 に、地域教会 を基盤 に教派 を超 えた活動が展開 され

うることが示 された。 この場合、実務 的な問題 の解決が優 先 され るため、その実践の あ り方 には教派 間

で相違 が見 られ ないこ とも明 らか になった。

本論文 において最 も精彩 を放ってい るのが、第5章L般 信徒 の 〈弔い〉の諸相」で ある。 この章 は、

著者 の関心 の中心で あ る、墓 と葬法 をめ ぐって生 じる信徒 と未信者 の家族 間の葛 藤や軋礫 を、 ク リス

チ ャンがいか に解決 し、克服 してい るか とい う問題 にメス を入れた ものであ る。 ここでの問題 は二分 さ

れ る。1っ はキ リス ト教 を信 じるこ とな く亡 くなった家族の祭祀 をめ ぐる問題、 もう1っ は家族構成 員

間 におけ る祭祀 の継承問題 で ある。前者 については、史資料 の分析か ら、第2バ チカン公会議以降、未

信者 であった祖先 に対す る儀礼が積極 的 に実施 され るようになった ことが明 らかにされ た。後者 につい

ては、彼岸時 のキ リス ト教霊園への墓参 の事例、 および、 ク リスチ ャンが死者 を記念す るコーナーやキ

リス ト教祭壇 を住居 内に所 持す る事例 が、著者 の現地調査 に基づ き報 告 された。 これ らの事例か ら浮か

び上が るのは、信徒 の家庭 にお ける宗教 的実践 のあ り方が、 キ リス ト教 的価値観 と伝統的価 値観 とが う

ま く 「共存」 す る形 に方向づ けられてい る姿であ る。他方、仏式の墓や仏壇 を継承 したク リスチ ャンの

事例 か らは、仏壇の 中心 に十字架 を置 いた り、墓碑 に洗礼名 を刻んだ りす るな ど、何 らかの キ リス ト教

的要素 を可視 的に加 えるこ とで、 自分 自身の信仰 の保持が図 られてい ると解釈 された。要す るに本 章で

は、キ リス ト教 の教 え と、家族 が踏襲 して きた伝統的価値観 との狭間で悩み苦 しみつっ、 いわば 「境界

人」 としてキ リス ト教 を信 仰 して きた人々の姿 が浮 き彫 りにされ、彼 らの選 び取 った多様 な選択の あ り

方が具体 的に明 らか にされた と言 える。

以上 、5章 にわた る考察 を通 して、本論文 ではキ リス ト教研究 に対 して新たな視座が提示 されてい る。

それは、キリス ト教 が 日本独 自の変容 を遂 げて きた結果、〈民俗 〉の1っ の形 を示 すまで に民間受容 され

て お り、 ク リスチ ャンを も伝統 文化 の担 い手 と位置 づ けうる とい う指摘 に見 るこ とがで きる。 これ ま

で、 クリスチャンは ともすれぼ、 日本 の伝統 的価値観 とは相容れない存在 として、宗教民俗学の研 究対

象か らは除外 されて きた。 しか し、本論 文におけ る精緻 な史資料の分析 と、詳細 な実地調査か ら見 えて

きたのは、日本の伝統 的価値観 と接触 する中で、独 自の展開 を遂 げて きた 日本 のキ リス ト教の姿であ る。

さ らに、一般信徒の生活場面では、〈弔い〉にお ける家族や社会 との葛藤 に対 し、様々 な形で の解決が図

られて きた。本論文 において は、 こうした 日本 のク リスチ ャンたちの実践が、 これ まで主 として隠れキ

リシ タンに対 して のみ向けられて きた宗教 民俗学 の新 たな研究対象 として、今後光 を当て られ る可能性

を充分 に示唆 している。

この ように本論文 は、日本 にお けるキ リス ト教 の民間受容 について、〈弔 い〉に焦点を当てなが ら、歴

史的変遷 にかか わる史資料の分析 と、現況 に関 す る広範囲 にわた るアンケー ト調査 と綿密な現地調 査の

結果を通 じて、 その具体的諸様相 をきわめて実証 的に解明 した ものであ り、学術 的に寄与す る ところが
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大 きい と評価 され る。 よって、本論文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに相応 しい と認 め

られ る。
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